
この番組の良さ 番組活用のポイント

オトナヘノベル
ネットの“悪”
もうだまされない！
放送日：2016年3月10日　放送時間：29分

● ネットを悪用したトラブルを知る

　インターネットの普及により、私たちの生活は
以前と比べて格段に便利になってきています。し
かし、それに伴ってネットを悪用したトラブルが増
えているという現実もあります。インターネットを
利用して多くの人とつながり、自分の欲求を満た
すことができると安易に考えがちな私たち。番組
では、ネットを悪用したトラブルの例について具体
的なストーリーで学ぶことができます。

● 「使わない」ではなく「だまされない」

　インターネットを利用する良さを考えると、トラ
ブルを恐れてインターネットを使わないという選
択は現実的ではありません。インターネットを使
用しつつもトラブルに巻き込まれないスキルをも
つことが重要です。番組では「だまされない」ため
のポイントについて考えることができます。

● インターネットの利便性と危険性

　私たちは、インターネットを利用することで、簡単に情報を収
集・発信したり、商品を購入したりすることができます。気軽にコ
ミュニケーションをできるようになったことから、疎遠になってい
た人とも簡単に連絡を取れるようになりました。しかし、便利さ
の裏には危険が伴います。簡単に情報を得たり、発信したりでき
るということは、情報の真偽や曖昧さ、情報流出などの問題が起
こる可能性があるということです。気軽なコミュニケーションは、
誤解などのトラブルやいじめ、詐欺などの危険を含みます。
　番組を視聴することで、インターネットの利便性と危険性の両
面について考えることができます。

● 「ネットの“悪”」にだまされないためには

　残念なことですが、インターネットの世界には“悪”が存在しま
す。私たちの生活に迫る「ネットの“悪”」にだまされないために、
具体的な「対策」が必要です。番組では、詐欺を想定した映像と、
だまされないための対策について紹介しています。番組を視聴
することにより、知らなければ防ぐことのできない詐欺の巧妙な
手口について知り、ネット詐欺を身近に感じることができます。
また、詐欺に対する具体的な対策を知ることで、だまされないた
めに自分がとるべき行動について掘り下げて考える機会となり
ます。「ネットの“悪”」による危険を「わがこと」として受け止め、
自らの行動に変容を促すことができます。

● 自ら意見を持ち、判断する力の必要性

　日常生活でスマートフォンやパソコンなどインターネットを活
用することは当たり前の時代となっています。世代を問わず、私
たちの生活スタイルは少し前からは想像もつかないほどの変
化の中にあると言えますが、これから先の時代は新しい技術が
次々に開発され、これまで以上に予測不可能な社会になってい
くと考えられます。新しい時代を力強く生きるため、必要な情報
を取捨選択し、自らの意見をもち判断していくことの重要性につ
いて考えることができます。

情報 情報リテラシー

  対象校種  　中学校　高校
  対象教科  　情報　学級活動

執筆者
向日市立寺戸中学校
教諭 鈴木英太



児童生徒の思考と活動の流れ 教師の支援と評価

・インターネットの使い方について聞く。

・インターネットの良い点と悪い点につい
て知っていることを話し合い、その対策に
ついて聞く。

・現代では、生活の中で多くの人がインター
ネットを活用していることを確認する。

・ネットによるトラブルについて知っている
具体的な例について聞く。

・番組を視聴しながら、詐欺だと分かりそう
なポイントについてメモをとるように助言
する。

・詐欺だと気付くポイントや手口、だまされ
ないためにはどうすれば良いかグループ
で交流、発表する場を設定する。

・番組を視聴し、ネット詐欺対策の例を知
り、改めて自分なりの対策を考えてノート
に書き、話し合う場を設定する。

【思考・判断・表現】� �
ネット詐欺の具体的な例を知ることで、安
全にインターネットを活用するための留
意点について考えることができたか。

・これからの時代、私たちの生活とインター
ネットは切り離すことはできないという現
実を受け止め、ネットを使用しないのでは
なく、安全にインターネットを活用しよう
とする視点に着目できるようにする。

情報 情報リテラシー

ネットの“悪”にだまされないために
  対象校種  　中学校　　  対象教科  　学級活動

［授業時間 50分］　部分視聴

部分視聴（8分47秒～14分10秒）

部分視聴（15分10秒～16分58秒）

インターネットでコンサートチケット
を購入して詐欺にあう場面

ネット詐欺
対策の例

インターネットを利用することで、詐欺などの「ネットの“悪”」が身近に�
迫るという現実がある。　
だまされないためには、相手確認やサイト確認、安易に行動しないなどの
対策をとることが必要である。

安全なインターネットの活用法についてもっと調べたり、考えたりしたい

コラム 『クローズアップ現代＋　“バイトテロ”の深層～なぜ無くならない？不適切動画～』　

アルバイト中の不適切な動画をSNSに投稿する“バイトテロ”が相次いで起きています。こうした若者の行動につい
て、企業・アルバイト・ネットの専門家が徹底討論します。アルバイト店員のモラルの問題か、それとも企業側の管
理・監督責任なのか、視聴者からのアンケート結果にも触れながら議論が進められます。Twitterによって同様の問
題が起きた過去と比較し、アプリケーションがInstagramに替わっていることや、再発防止のための教育体制の確
立・スマートフォン所持禁止などの対策にも言及しています。“バイトテロ”をどう捉えるか、個人的観点、社会的観
点から考えることができます。

情報収集　ゲーム
情報発信　ネットショッピング

情報の漏洩
だまされる可能性

良い点 悪い点

インターネットのトラブルってどんなことがあるのだろう？
また、どんな対策をしたらよいのだろう？

ウィルス
個人情報の漏洩 いじめ ネット依存出会い系

詐欺　課金

身近なネットトラブルの実際を知り、対策を考えたい

電話番号や
代引きで信用させる 中が見える封筒個人のSNS

相手確認
サイト確認

安易に行動しない

詐欺にあわないためには
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